
資料１第 ２ 回 景観まちづくりに関する市民ワークショップ

令和４年１０月２日（日） 1４：００～16:３０ 氷見市役所１階 市民協働スペース

氷見市 建設部 都市計画課

地区の特徴を活かす景観まちづくりの取組みについて考える
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本日のプログラム

１．開会・挨拶

２．オープニング（１0分）

３．グループワーク（95分）

４．発表・講評（２5分）

５．今後の進め方（１0分）

（16:３０終了予定） 2

－アイスブレイク・まちあるき・ワーク

～ 休憩・発表準備 ～

－前回振り返り・本日の内容と進め方

－実証実験について
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本日のワークショップについて



ワークショップのプログラム
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第１回 地区の景観について考える

内容：好きな・自慢したいもの、気になる・改善したいもの、活用したいもの

について

第２回 地区の特徴を活かす景観まちづくりを考える

内容：まちあるき、景観を「まもる」「いかす」 「つくる」 「ととのえる」

取り組みについて

第３回 目指す姿や過ごし方とその実現を考える

内容：景観まちづくりの方向性や実現に向けた取り組みアイデアについて

※テーマや内容は、一部変更になる場合があります。

令和４年９月４日（日）に開催

実証実験
※ワークショップで意見交換した取り組みアイデアを、実現・検証する実証

実験を参加者有志のメンバーで実施することを予定しています。

令和４年10月２日（日） 14:00～16:30

令和４年11月20日（日） 13:00～予定

令和５年１月21日（土） 14:00～16:30

本日



前回の振り返り
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〈籔谷先生ミニ講演より抜粋〉

・これからは、物的な環境だけでなく“環境を眺める人”にも着目し、人の営みや活動がつく

る“生きた景観”づくりが大事

・そのために、多様な主体が自分たちが暮らす地域の景観を保全・創造することに加え、物

的環境をみんなで使いこなす“景観マネジメント”が重要。氷見では既に様々な実践がされ

ている。

・今後も住民の方々主体で楽しい実践がされることに期待したい。



前回の振り返り
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・A～Eの５グループに分かれて意見交換

私が好きな（おすすめしたい）場所やもの

私が気になっている（問題だと思う）

場所やもの

５年後、１０年後の景観まちづくりに

向けて活用できそうな場所やもの



前回の振り返り
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「my groove ひみ」の運用について
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➢ 景観まちづくりについてのオープンな情報共有や意見交換の場として、
オンラインプラットフォーム「my grooveひみ」を運用をしています。

➢ 検討経過をリアルタイムに近い形で閲覧できるほか、気軽にリアクショ
ン（いいね！）できます。興味・関心のある方は、登録することでご意
見を投稿できます。



「my groove ひみ」の運用について
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➢ ワークショップの開催概要や意見まとめなども公開しているほか、ワー

クショップの参加者以外の方や当日に欠席された方も、こちらからご意

見を投稿していただけます。



本日のテーマ
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地区の特徴を活かす景観まちづくりの

取組みについて考える

・好きな（おすすめしたい）場所やもの

・気になっている（問題だと思う）場所やもの

・５年後、１０年後の景観まちづくりに向けて活用できそうな

場所やもの

■まちあるき

・テーマごとに、地区の景観まちづくりのポイントを

フィールドワークで確認、意見交換

■ワーク

・現地で確認したポイントの共有

・今後の景観まちづくりの取り組みアイデアの検討

第１回ワークショップで出された意見をもとに5つのテーマを設定

第１回ワークショップ

第２回ワークショップ

イメージ
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A 班

魅力ある周辺（上庄川や旧街道、中央町商店街、海）と

415号を結び、いざなう仕掛けづくり（例）花・みどり、

サイン、ベンチ、ルート、案内マップ、路面の工夫など）

B 班

空き地や空き店舗活用した賑わい、立ち寄れる場所づくり

（幸町交差点付近～幸町東交差点付近の空き地や空き店舗

など）

C 班

大事な結節点とオープンスペースの魅力づくり（芸術文化

館青空広場、幸町東交差点付近、プロゴルファー猿ポケッ

トパークなど）

D 班

シンボルロードにふさわしい沿道づくり（花・みどり、サ

イン、ストリートファニチャー、まち並みなど）

E 班

開放的でほっとする眺めと眺める場所の魅力を高める（田

園や集落、里山、まちから田園への眺め、朝日山への眺め

など）

〈参考イメージ〉

第１回ワークショップで出された意見をもとに5つのテーマを設定

テーマごとにグループを編成



〈景観計画に掲げる景観まちづくりのキーワード〉

本日のテーマと今後の展開

・景観まちづくりのポイントとなる場所と

取り組みアイデアの検討

第２回ワークショップ（本日）

イメージ

まもる いかす

ととのえる

・取り組みアイデアの検討を深める

・住民の方や市が協働して実現してくた

めの検討（体制や行政としてのサポー

トなど）

第３回ワークショップ（令和５年１月21日）

つくる

実証実験（１１月２０日）

・すぐに実現できる小さなことから実際

に場づくりをしてみる

・公共や民間の場を活用して、新しくまち

を楽しめる場を創出することの効果や

課題の検証

・有志メンバーを主体に企画・実践

駐車場を活用したマルシェ
（黒石市：くろいし屋台はらっぱ）

公園内での子どもの遊び場づくり
（八王子市：鹿島・松が谷地域
社会実験、かしまつRe:Live） 12



グループワークのプログラム
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➢

➢

➢

10分程度

50分程度

30分程度



グループワークのプログラム
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まもる いかす

つくる ととのえる

今後も大切にまもり、次世代に継

承していきたいものは？

もったいない、活用したい、磨いて

いきたいものは？

新しく生み出したいものは？（建物、

花や緑、ストリートファニチャー、場

や人の活動）

阻害になっているものや、改善し

たいものは？



ワーク
意見交換と意見

の整理

グループワークの進め方
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まちあるきルー
トやポイントの

確認

各グループ３
分程度で発表

まちあるき

➢ 各グループには、進行役、進行補助役のスタッフや市職員が入り、進行

や意見整理を行います。

➢ ワーク終了後、意見交換の全体概要は各グループの進行役から発表しま

す。実証実験に向けた推しポイントやアイデアについて、グループのメ

ンバーから発表者を決めてください。

10分程度 50分程度 20分程度30分程度

・まちあるきシート

（ルートと見るべき

ポイント）

・取り組みアイデア例

実証実験に向けた推しポイント（他の人にも体験し

てほしい、活用したい場所や風景）、推しアイデアを

考えてください！


